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〈主な色〉
赤と白赤と白赤金欄黄と藍と赤少々赤と黒と金欄赤と金欄赤と白と水色赤少々と榿と藍
〈被り物〉
花天冠花天冠赤金欄帽子花天冠黄金欄帽子鳥かぶと黒銀欄帽子巻縷冠
〈演奏時刻〉
午後一時半頃午後三時半頃午後四時半頃
児抜頭輪歌陵王
（稚児1人）（稚児4人）（大人1人）
赤紫紫
花天冠花天冠赤熊毛
午後五時半頃
59
60
表紙
三月ノ御祭礼入用帳
他見堅ク無用別当　宝光院知夏
見返し
別当宝光院知事記之
61
三月
祭礼　関係　記事
飲食物関係
一日
（二
二日
に切る。
三日
す。
ある。）
十日十一日
も染める。
十四日
○鉢一対を磨く。
62
十五日十入日十九日二十日廿一日廿二日
63
（廿二日）
御祭礼舞童役配
寺崎庄蔵寺崎　庄蔵長谷川要吉塚田幸三郎
泰平楽　　　児四人
真辺庄治郎
笛太鼓
千秋万歳
廿三日
廿三日
清めの餅とする。
64
る。三献。
廿四日
廿四日
あり。
65
（廿四日）
　　庄屋ー弁当長持　着座する。
　讃衆○　讃衆○　院主○御参印○　代官○
侍○　文左ヱ門○　　市郎左ヱ門○侍○
若侍○若侍○
階段
○割竹○行返
66
（廿四日）
神酒をいただく。
廿五日
廿五日
廿入日
67
（廿八日）
いた。）
68
○参考文献　　　　　一8弩O）
（人文・社会）』
69
能生白山神社の祭礼と舞楽
弓盛劣禦（きゅう旗うらく）彪譲璽頁（らごn’誰ど1う）
蕪懸
一　諸
輪花（りλ幼s’）
藩、議
